
 

 

 ４月２８日（火）、竜丘小学校全校児童が一斉

に地域探索に出かけました。 

地域にある公園や神社、古墳など、１年生から６

年生までが各々のコースで探索開始です。 

 

 ３年生はこの日、地域に生息する天然記念物

「ギフチョウ」の勉強のために、ギフチョウ公園

を訪れていました。ギフチョウに詳しい地元の講

師 松下重雄さんの説明を、７２名の児童が耳を

傾けて聴いています。 

 

「ギフチョウはね、日本の本州にしかいないチョ

ウなんだよ。卵は必ず“カンアオイ”の葉の裏側

に産むんだ。そこに隠れているから、周りの敵か

ら襲われずにきたんだね。ギフチョウの先祖は氷

河期時代に生息していたといわれているから、

“生きた化石”ともいわれているんだよ」 

 

 ひと通り説明が終わると、「みんなで卵をみつ

けよう！」ということで、周辺のカンアオイを観

察することに。その時でした。 

「卵があったよ！」 

と松下さんの大きな声が聞こえてきました。先生

からの指示で子どもたちは順番に並びます。 

「１３個あったね！」 

「ビーズみたいだった！」 

「真珠のようだな！」 

 みんな卵に顔を近づけて食い入るよ

うに観察し、それぞれ感想を口にしな

がら戻ってきました。 

 

「みんな！とてもすばらしい宝物を手

に入れたね！」先生の大きな声が、ギフチョウ公

園に響きます。 

 

 最後は

松下さん

への質問

コーナー

の時間で

す。 

「何か聞

きたいこ

とはない

かな？」 

 松下さ

んの問いかけに沢山の手があがりました。 

 

「ギフチョウは、どうして春しか飛ばないの？」 

「卵を産んだら死んじゃうの？」 

「成虫もヒメカンアオイを食べるの？」 

「どうして一度にたくさんの卵を産むの？」 

 

など、たくさんの“いい質問”が出され、松下さ

んはとてもうれしそうに一つ一つ丁寧に答えてく

ださいました。  

 

「ギフチョウは、飯田市が指定した天然記念物で

す。現在では非常に希少価値が高くなっているん

ですよ」 

「最近確認される卵の数は、数年前と比べて著し

く減少してきています。地球温暖化の影響がある

かもしれません。山林の開発が進み、生息場所が

失われていている影響もあるでしょう」 

「そういう中で竜丘の人たちは、ヒメカンアオイ

を移植したりして、なんとかギフチョウを守ろう

とがんばっています。みんなの先輩も、一緒に協

力してくれたんですよ」 

 

 今回の３年生の地域探索は、単に地域を知るだ

けでなく、ギフチョウの勉強を通じて先輩たちの

思いを知り、そして地球環境を考える「環境教

育」の機会にもなったようです。 
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 『テレビが消えて 

家族の会話が増えました』 

 

○「スイッチを切る」とは？ 
 丸山小学校では、昨年１１月のＰＴＡ講演会

「子どもが危ない！メディア漬けが子どもを蝕

む」（清川輝基氏）を契機にして、ＰＴＡと連携

して「スイッチを切る」という活動を展開してい

ます。 

 この活動は、家庭でテレビやゲーム等のスイッ

チを切る時間を設けることにより、生活のリズム

を大切にし、家族との会話や読書、友だちとの遊

びの時間を増やし、周囲との人間関係を深めると

ともに心の安定と学習意欲の向上をめざそうとす

るものです。 

 昨年１０月に丸山小学校で行った「生活につい

てのアンケート」によれば、特に高学年のテレ

ビ・ビデオ・ゲームの時間の長いことが明らかに

なりました。６年生においては、普通日でもほぼ

半数の児童が３時間以上テレビやビデオ、ゲーム

にふれており、４時間以上という児童も２５％い

るという結果でした。また、全校のほぼ３分の１

の家庭では、テレビやゲームなどの約束を決めて

ないという状況も示されました。 

 こうしたメディアとのかかわりは、就寝時刻を

遅くするだけでなく、生活のリズムや家庭学習の

時間の確保、家庭での団らん、学校での授業への

取り組みや人間関係などに、少なからず影響を与

えています。そこで、丸山小学校では「スイッチ

を切る」という活動をＰＴＡと連携して始めたの

です。 

 

 

○「結いの日」に合わせて 
 昨年度は、１２月、１月、２月の３回、「ス

イッチを切る」チャレンジャーとして、希望者を

募りこの活動を始めました。取り組みは、食事の

時はいつでもテレビを消す、テレビやゲームは何

時までと決めるなど、各家庭の実情に合わせて一

歩前に踏み出すため活動です。 

 そしてこの活動を「結いの日」に合わせて取り

組んできたのです。 

 

○「家の人とよく話をするようになった」 
 昨年度は、チャレンジャーによる「スイッチを

切る」活動を、約４ヶ月実施しました。その結

果、長い時間テレビを見たりゲームをしたりする

児童は減りました。また、テレビやゲームに関す

る約束を決める家庭が増え、食事の時テレビをつ

けている家庭も減りました。それだけではなく、

朝食をとってくる児童が増え、「家の人とよく話

す」と答える児童も増えるなど、テレビやゲーム

以外のところにも効果を及ぼしたようです。 

 また、こんな感想が児童や家庭から学校に寄せ

られたそうです。 

 

「テレビがついていないときのほうが、家族と話

ができた。」（２年女児）や「テレビが消えてい

ることで、家族の会話が増えました。笑いもいっ

ぱいありました。」（保護者）など、家族のふれ

あいが増えたことに関する感想がありました。 

 また、「だらだらとテレビを見ないように、き

ちんと時間を決めて見るほうがいいと思った。」

（１年男児）や「いつもだらだらとテレビをつけ

ていることが、分かってよかったです。」（保護

者）のように、見たいというわけではないのに何

となくテレビをつけて過ごしていることに対する

反省もありました。 

 中には、「テレビ番組に入浴時間を合わせてい

たことが、まるでうそのようです。自分たちの

ペースで過ごすことができました。」（保護者）

や「気づいたことは、会話の内容が、テレビから

話題を見つけていたことでした。」（保護者）の

ように、知らず知らずのうちに自分たちがテレビ

に生活を合わせ、自分たちの生活がテレビによっ

てコントロールされていたのではないかという気

づきもありました。 
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 わが家の「結いタイム」 
～丸山小学校の取組みから～ 

○今年度も「スイッチを切る」にチャレンジ 
 昨年度の感想の中には、「テレビを消して、兄

弟と遊べたからよかったです。これからもしてく

ださい。」（３年女児）や「家族のみんなと話が

たくさんできたので、またやりたいです。」（５

年男児）、「大変よいチャレンジだと思います。

月に一度は、テレビを見ない日をつくってみては

どうでしょうか。」など、これからもこのチャレ

ンジを続けてほしいという希望がたくさんありま

した。そして、今年度も６月から実施していま

す。昨年度に比べ、チャレンジする家庭が増えて

きたようです。 

 

○Ｈ君の家庭では、毎週見る番組を決めて 
 この「スイッチを切る」活動を実践されている

丸山小学校５年生のＨ君のご家族を訪問させてい

ただきました。Ｈ君の家族は、お父さん、お母さ

ん、お兄さん（中学１年）、そして妹さん（小学

２年）の５人です。 

 お父さんに案内されて家の中に入って行くと、

Ｈ君が「こんにちは」と笑顔

で迎えてくれました。Ｈ君の

家庭では「あいさつをする」

ことが、家での習慣として、

一人一人が大事にしているそ

うです。後で出会ったお兄さ

んも妹さんも、元気な声であ

いさつしてくれました。 

 

「スイッチを切る」ことにつ

いて、お聞きしました。テレ

ビについては、だらだらと見

るのではなく、毎週見る番組

を２つか３つに決めて見てい

るそうです。そして、家族と

の会話をとても大事にされて

いるとのこと。会話の中心

は、学校でのこと。最近は、

お兄さんの部活での話題が多

くなったそうです。 

 また、家でのお手伝いも大

切にされています。風呂洗

い、洗濯物をたたむ、食事の

手伝いなどを、子どもたちが

３人で分担しています。妹の

Ｙさんが包丁を使っ

て野菜を切るところ

を見せていただきま

したが、やはりいつ

もお手伝いをしてい

るのか包丁さばきは

小学校２年生とは思

えないものでした。

お父さんは、「一人

一人が家の仕事を分

担し責任を持ってす

ることで、信頼しあ

える家庭になる」と

お話されていまし

た。 

 また、３人の子ど

もたちは本を読むことも大好き。まさに「結いタ

イム」を実践されているご家庭だと思いました。 

 今日の夕食時には、家族でどんな会話が弾んで

いるのでしょうか。 
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 「飯田」の語源は「結いの田」といわれていま

す。飯田には昔から、田植えなどの農作業の手間を

交換しあう「結い」という仕組みがありました。こ

れは互いの暮らしを支え合い、人と人を結ぶために

先人が生み出した知恵です。 

 今、私たち地域の大人が、この「結い」の精神を

受け継ぎつつ、地域の子どもたちに「働くことのす

ばらしさ」や「地域資源のすばらしさ」を伝える

キャリア教育の推進が求められています。 

 そこで、飯田市キャリア教育推進協議会では、

“結い・トライ・アングル”をキャッチコピーとし

て「飯田型キャリア教育」の啓発活動に取り組むこ

ととしました。 

「キャリア教育とはどのような教育なのか」 

“結い・トライ・アングル”の啓発活動を通じて、学校・地域・家庭がキャリア教育の理解を深めていただ

くよう呼びかけていきます。 

“結い・トライ・アングル” 
～キャリア教育でつくる ３つの「結い」～ 
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